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【
Ｑ
１
】

　

第
四
小
学
校
区
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
・
配
布
の
意
図
は
。

【
Ａ
１
】

　

土
砂
災
害
防
止
法
に

沿
っ
て
県
が
調
査
し
た
結

果
に
基
づ
き
、
町
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
・
配
布
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

配
布
す
る
だ
け
で
な
く

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ

れ
た
地
区
限
定
で
の
防
災

訓
練
の
実
施
を
。

【
Ａ
２
】

　

地
域
に
お
い
て
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
に
避
難
訓
練
を
行

い
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ

れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　

地
域
ご
と
の
自
主
防
災

組
織
の
組
成
に
関
し
て
町

の
支
援
は
。

【
Ａ
３
】

　

県
に
登
録
さ
れ
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に
よ
る

会
則
作
成
支
援
や
、
活
動

に
必
要
な
資
機
材
整
備
の

支
援
を
行
う
。

【
Ｑ
４
】

　

大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
綿
密
な
防
災
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い

る
の
か
。

【
Ａ
４
】

　

個
別
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
現
在
で
き
て
い

な
い
。
発
災
時
に
機
敏
に

動
け
る
よ
う
な
訓
練
を
考

え
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
５
】

　

町
内
に
あ
る
空
き
家
を

緊
急
時
の
避
難
施
設
に
登

録
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
５
】

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

決
し
て
後
ろ
向
き
な
話
で

な
く
、
問
題
点
な
ど
を
整

理
し
て
、
十
分
に
検
討
し

た
い
。

土砂災害ハザードマップの有効活用を

ピンポイントな自主防災組織の立ち上げ支援に努める。

Q

A 〈町長〉
藤本 哲智議員

【
Ｑ
１
】

　

下
水
道
の
普
及
率
、
下

水
設
備
の
故
障
件
数
、
耐

用
年
数
は
ど
う
か
。ま
た
、

事
業
の
運
営
が
健
全
で
あ

る
か
を
問
う
。

【
Ａ
１
】

　

普
及
率
は
90.5
％
。

　

下
水
道
施
設
の
耐
用
年

数
は
、
汚
水
管
路
、
マ
ン

ホ
ー
ル
は
50
年
。
機
械
、

電
気
設
備
は
15
年
。

　

故
障
件
数
は
、
過
去
５

年
間
平
均
で
、年
間
4.6
件
。

　

運
営
は
、一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
依
存
度
が
高

い
が
、
効
率
的
な
運
営
を

図
り
経
費
節
減
に
努
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　

故
障
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
そ
の
原
因
は
。

【
Ａ
２
】

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

破
損
や
摩
耗
に
よ
る
故
障

が
多
い
。
原
因
は
、
異
物

の
混
入
や
雨
水
等
の
不
明

水
の
流
入
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

原
因
で
あ
る
異
物
と
は

具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
か
。

【
Ａ
３
】

　

約
半
数
が
、
紙
お
む
つ
、

紙
パ
ン
ツ
、
下
着
、
布
等

の
水
に
溶
け
な
い
も
の
。

【
Ｑ
４
】

　

下
水
に
流
し
て
は
い
け

な
い
物
、
ま
た
、
流
す
と

ど
の
よ
う
な
不
具
合
を
起

こ
す
か
ら
駄
目
な
の
か
を

示
し
た
資
料
を
作
成
し
て

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　

資
料
の
内
容
や
配
布
の

方
法
を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
５
】

　

熊
野
団
地
の
設
備
は
耐

用
年
数
に
近
い
が
、
管
理

は
ど
う
し
て
い
る
か
。
交

換
の
予
定
は
。

【
Ａ
５
】

　

管
路
の
詳
細
調
査
に
よ

る
老
朽
度
等
の
把
握
に
基

づ
き
、
管
理
や
改
築
、
更

新
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

【
Ｑ
１
】

　

町
内
の
路
上
に
放
置
さ

れ
て
い
る
犬
の
フ
ン
に
対

す
る
苦
情
を
聞
く
。

　

家
の
前
に
放
置
さ
れ
長

年
悩
ん
で
い
る
方
も
お

り
、
何
か
良
い
対
策
は
な

い
の
か
、
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
Ａ
１
】

　

犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
の

責
任
で
持
ち
帰
る
よ
う
、

町
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
願
い
し
て
い
る
。

　

飼
い
主
に
対
す
る
啓
発

看
板
の
配
布
を
行
っ
て
い

る
が
、成
果
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。

　

今
後
も
現
状
の
取
り
組

み
を
地
道
に
続
け
て
い
く

ほ
か
に
、
効
果
的
な
取
り

組
み
を
見
出
せ
て
い
な
い
。

【
Ｑ
２
】

　

京
都
府
宇
治
市
で
、
駐

車
違
反
の
取
り
締
ま
り
を

ヒ
ン
ト
に
、
２
０
１
６
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作

戦
」
を
、
熊
野
町
で
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

【
Ａ
２
】

　
「
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク

作
戦
」
は
、
放
置
さ
れ
た

フ
ン
の
周
り
を
黄
色
い

チ
ョ
ー
ク
で
囲
み
、
見
つ

け
た
日
時
を
そ
の
場
所
に

書
く
と
い
う
も
の
。
飼
い

主
が
再
び
訪
れ
た
際
、
自

発
的
に
回
収
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
取
り
組
み

で
、
比
較
的
財
政
負
担
が

少
な
く
、
一
定
の
成
果
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
前

向
き
に
検
討
す
る
。

道路に放置された犬のフン害対策を

飼い主に対する啓発看板の配布を行っている。
A 〈町長〉

〈沖田 ゆかり 議員〉Q 生 活
環 境
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特
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委
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会
報
告

特
別
委
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会
報
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議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

放
置
さ
れ
た
フ
ン
の
周
り
を
黄
色

い
チ
ョ
ー
ク
で
囲
み
、
見
つ
け
た

日
時
を
そ
の
場
所
に
書
く
。

安 心
安 全

広島県町議会議員研修会広島県町議会議員研修会広島県町議会議員研修会
　５月２４日、議員の能力向上を目的として、広島県町議会議長会の主催で「広島県町議会議員研修
会」が開催され、災害時の危機管理や、現在の日本の政治について、それぞれ講演をいただきました。

　阪神淡路大震災を実体験された経験をもとにご講演をいただき、
「被災時の議員の役割」として、３つ紹介がありました。
　１  被災者の中に入り要望を行政に伝える。
　２  行政の情報を被災者に伝える。
　３  議会は一体となり行政に政策を提言する。
※日頃の議員活動の姿勢と共通しており、我々には、日々の精進が求められ
ています。

○「災害と自治体の危機管理」
　講師：兵庫県立大学大学院　減災復興政策研究科長・教授　 室﨑  益輝  氏

　戦後の復興期を実体験され、また、政治評論家としての経験をも
とに、現在の日本の政治を担う官僚・政治家に憂いを示されました。
※地方議員への期待を込めた講演をいただき、国・県・町の補助金行政が常
態化した今、議会（監視機関）の責任の重大さを痛感する研修となりました。

○「どうなる日本の政治」　講師：政治評論家 　森田  実  氏

室﨑  益輝  氏

森田  実  氏

犬の
フン
犬の
フン

公共下水道事業の現状とこれからは

普及率は90.5％。一般会計からの繰り入れにより経営している
状況である。

Q

A 〈町長〉
竹爪 憲吾議員


